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９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 6 第１学年 
Power OnⅠ「東京書籍」 

同 スタディノート 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 ・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力

をつける授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語

活動を多く行います。授業では積極的に英語を使い、活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に 

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（６単位） 

主な教材：上記科目の教科書および単語帳の副教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学

んだり経験した

りしたことにつ

いて、簡潔な英

語で積極的に表

現できるように

なること。 

コミュニケー

ション英Ⅰ 

音読テスト 

ショート・

スピーチ 

ペアワーク 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学

んだり経験した

りしたことにつ

いて、英語表現

の基礎的なルー

ルに従って、簡

潔な英語で書く

ことができるよ

うになること。 

コミュニケー

ション英Ⅰ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

・事物や出来事に

関する紹介や

対話などを聞

いて、主だっ

た情報や考え

の概要をとら

えることがで

きるようにな

ること。 

 

コミュニケー

ション英Ⅰ 

リスニング

テスト 

定期考査 

・エッセイや論説、

物語を読んで、

主 な 情 報や 要

点、筆者の考え

方や意見、内容

の文化的な背景

や社会的な背景

などをとらえること

ができるようにな

ること。 

コミュニケー

ション英Ⅰ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

語彙力テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 
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４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 9時間) 

・日本のシンボ

ルである富士

山についての

さまざまな情

報を読み取

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・富士山についての情

報を英語で観光客に

紹介できるようにな

る。 

・本文で用いられている

英語表現を使用してワ

ークシートに記入し、

ペア、またはグループ

で伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本の象徴でもある

富士山や富士登山に

ついて理解を深め

る。 

・現在, 過去,未来, 進

行形の表現を理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・現在, 過去,未来

(will，be going 

to),進行形のそれ

ぞれの意味や働き, 

形を理解している。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2 

( 10時間) 

 

・動物の睡眠に

ついての情報

を読み取る。 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・動物の睡眠時間につ

いての英語を聞いて

グラフを完成し、そ

の内容に自分の意見

や感想を加えて発表

する。 

・動物の睡眠時間につい

て分かったことや感想

をワークシートに記入

し、ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・様々な動物の眠り方

や睡眠時間について

比較する。 

・比較表現, 不定詞, 動

名詞の表現を理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・動物の睡眠時間につ

いてのグラフを見

て、比較表現を用い

て文を書くことが

できる。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 10時間) 

・長友佑都選手

が世界で活躍

する選手にな

るまでの道の

りについて読

み取る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・長友佑都選手につい

て、本文から分かっ

たことをペアで伝え

合う。 

・本文で用いられている

表現を使い、ワークシ

ートを用いてストーリ

ー・リテリングをペ

ア・ワークで練習する。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・サッカーワールドカ

ップについて知る。 

・現在完了形, 受け身,  

  SVO(that 節)を用い

て文を作る。 

・サッカーワールドカッ

プについて英語を聞い

て表を完成し, その内

容を発表する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・現在完了形, 受け身,  

  SVO(that 節 )のそ

れぞれの意味や働

き , 形を理解して

いる。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4 

( 10時間) 

・日本のポッ

プ・カルチャ

ーが, 世界で

どのように受

け入れられて

いるかについ

て読み取る。 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分が他国に伝えた

い日本文化について, 

自分の意見を発表す

ることができる。 

・本文で用いられている

表現を参考にしなが

ら、日本文化について

ワークシートを記入

し、ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞の形容詞的用法, 

SVC, SVOC の文型

を用いて文を作る。 

・日本のポップ・カル

チャーが世界でどの

ように受け入れられ

いるかを知る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・分詞の形容詞的用法, 

SVC, SVOC の文型

のそれぞれの意味

や働き, 形を理解し

ている。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 10時間) 

・バナナペーパ

ーの製造工程

やエンフエ村

にもたらして

いる影響につ

いて 読み取

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・バナナペーパーにの

製造工程やエンフエ

村にもたらしている

影響について、本文

から読み取ったこと

をペアで伝え合う。 

・本文で用いられている

表現を使い、ワークシ

ートを用いてストーリ

ー・リテリングをペ

ア・ワークで練習する。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・It is 形容詞 to 不定詞, 

 助動詞, 関係代名詞を 

 用いて文を作る。 

・バナナの輸入元につ

いて知る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・It is 形容詞 to 不定

詞,助動詞, 関係代名

詞のそれぞれの意味

や働き, 形を理解し

ている。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6 

(10時間) 

・インスタント

ラーメンおよ

び カ ッ プ 麺

が , どのよう

にして開発さ

れたかについ

て読み取る。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・インスタントラーメ

ン及びカップ麺がど

のように開発された

かを本文中の表現を

使って説明する。 

・本文で用いられている

英語表現を使用し、ワ

ークシートを用いてス

トーリー・リテリング

をペアで練習する。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・知覚動詞, 使役動詞, 

助動詞＋受け身の表

現のそれぞれの意味

や働き，形を理解 す 

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・知覚動詞, 使役動

詞, 助動詞＋受け

身の表現を理解し

ている。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 

 

 

 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 10時間) 

・古川聡さんの

国際宇宙ステ

ーションでの

経験について

読み取る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

この単元では設定しな 

い。 

   

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋appear＋to 不定

詞, 関係副詞 where, 

It is 形容詞＋ that

節のそれぞれの意味

や働き, 形を理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・S＋appear＋to 不定

詞 , 関 係 副 詞

where, It is 形容

詞＋that 節のそれ

ぞれの意味や働き, 

形を理解している。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

( 10時間) 

・ウチナーグチ

の現状と比嘉

光龍さんのウ

チナーグチを

守る活動への

道のりについ

て読み取る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ウチナーグチとはど

のようなものかを説

明することができ

る。 

・本文で用いられている

英語表現を使用し、ワ

ークシートを用いてウ

チナーグチについての

説明をペアで練習す

る。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形, 関係

副詞 when, 仮定法

過去のそれぞれの意

味や働き, 形を理解

する。 

・沖縄の伝統文化につ

いて知り,文化の継承

について考える。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・現在完了進行形, 関

係副詞 when, 仮定

法過去のそれぞれ

の意味や働き, 形

を理解している。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 10時間) 

・ネルソン・マ

ンデラ氏が国

をひとつにま

とめるまでの

軌跡を読み取

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

この単元では設定しな 

い。 

   

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去完了形, 未来進行

形, 分詞構文(現在分

詞), 強調構文のそれ

ぞれの意味や働き , 

形を理解する。 

・マンデラ大統領とマ

ララさんについて知

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・過去完了形, 未来進

行形, 分詞構文(現

在分詞), 強調構文

のそれぞれの意味

や働き , 形を理解

している。 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10 

( 10時間) 

・海外で活躍す

る日本人彫刻

家の成功への

軌跡を読み取

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界で活躍する日本

人について調べたこ

とを発表する。 

・世界で活躍する日本人

について調べ, 本文で

用いられている表現を

使ってワークシートに

記入し,紹介する。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力して

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

T.T.で観察する。 

・授業時間の中で音読

テストや短いスピ

ーチ発表の場を設

ける。 

「外国語表現の能力」 

・本文に出てくる英語

表現を用いて、日常

的な事象についても

表現できるように応

用する。 

・本文で用いられている

英語表現を習得する。 

・新出単語や表現につい

ては、発音の仕方もし

っかりと確認する。 

・本文で学んだ英語表

現を記憶にとどめ、

応用して使用でき

るようになる。 

・定期考査はもとよ

り、小テスト、予習

点検、単語や英語表

現の暗唱テスト等

をこまめに実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文で用いられてい

る出来事や人物の背

景を確認しながら、

興味・関心を促す。 

・英問英答を通してアウ

トラインを把握し、語

彙や表現の推測と確

認、そしてメッセージ

の深読みへと進める。 

・内容真偽を問う英文

の判断を通して、本

文のメッセージが

正しく把握できて

いるかを確認する。 

・定期考査の中で、本

文の内容の理解度

を問うような形で

実施する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非制限

用法, SVOC, 関係代

名詞 what のそれぞ

れの意味や働き, 形

を理解する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係代名詞の非制限

用法, SVOC, 関係

代名詞whatのそれ

ぞれの意味や働き, 

形を理解している。 

 

・定期考査において、

言語の使用場面や

働きの知識が身に

付いているかを判

断する。 

 


